
　



最初に
　家づくりをしていると、小さいお子様を連れて来る方や、これから出産の
方と合う事がたくさん有ります。そして小さいお子様を連れている方は皆さ
ん何らかの悩みをもたれています。
　この、「ガンバレ子育てファイル！」は、あなたに少しでも子育てのお役
に立てればと思い、まとめました。

　今回まとめた「ガンバレ子育てファイル！」は、当社のニュースレター２
００９年１月から２０１０年１２月まで、当社でお配りしている「孫の手新
聞」に掲載されたものです。

　ePubの形式になっていますので、iPadやiPhone等、様々な携帯機器でも
快適にお読みいただくことができます。

　また、「ガンバレ子育てファイル」は毎月ご希望者に配布しております。
　ご希望の方は、当社ホームページ・電話・FAXにより「孫の手新聞」が読
みたい」と、お申し付けください。

連絡先
 エスホーム　株式会社スペースショップ
 ホームページ： http://www.shome.co.jp/
 電話番号：  028-621-6606
 FAX番号：  028-621-6616

注意点
　ePubの形式で作成していますので、表示形式がビューアーにより変わりま
す。そのため、表等形が崩れて表示されてしまう事が有ります。

　この電子書籍内の文章は、いかなる事が有ろうと複製やコピー、撮影によ
る使用も含め、許可を無くての使用等は禁止致します。ご遠慮下さい。
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発達が遅れてる？と心配
「這えば立て、立てば歩めの親心
――」
　親にとって子供の成長は、何よ
りの喜びであり、励みです。そん
な中で、誰でも一度や二度は「も
しかしたらうちの子は発達が遅れ
ているのでは？」と心配したこと
があるかもしれません。

　一般に歩き始める１歳から１歳半
ごろや、おしゃべりが上手になる２歳前後に、我が子の発達が心配になる人
が多いようです。周りの子と比べてどうも遅いような気がして、育児書やイ
ンターネットで調べれば調べるほど、不安は大きくなるばかり。パパに相談
しても、「そんなに心配しなくてもいいんじゃないか？」とのん気な返事し
か返ってこないと、ついイライラしてしまいますね。

　不安な時には、「まだ、バイバイって言わないの？」というような他人の
ちょっとした一言で、お母さん自身が傷つき、落ち込む心配があります。
色々な情報が手に入る時代だけに、かえってそれに振り回されかねません。

　子どもの発達に関しては、本当に対策をとらな
ければならない場合と、そうでない場合の見分け
をつけるには時間がかかります。どんなに心配で
も、今すぐその答えを出せる人は、お医者様にも
いないと思った方がいいでしょう。まずは、「こ
の子が私のもとに生まれてきてくれた」という事
実を大切にうけとめ、大らかな気持ちで我が子を
みつめてあげたいものですね。



自転車のルール
　ある調査によると、６歳児の約
７割が自転車を持っているといい
ます。近頃は小型の自転車が売り
出されていることもあり、小さな
頃から三輪車より自転車に慣れ親
しんでいる子も多いようです。そ
んな中、心配されるのはやはり安
全面ですね。自転車を買い与える
時には、こぐ練習だけでなく、交
通ルールを守ることをしっかりと教
えたいものです。
　道路交通法では自転車は軽車両に位置付けられていて、守らなければいけ
ないルールがたくさんあります。その中で特に大切なものを挙げると
①原則として車道を走る
　歩道を走っていいのは、児童や幼児の場合など、あくまでも例外です。
②車道を走る時は道の左側
　車両なので左側通行。それに走っている車から見やすいのは、左側を走っ
ている自転車です。
③歩道では車道側を徐行
　歩道は歩行者優先です。
④安全ルールを守る
　飲酒運手・二人乗り・並行運転の禁止、ライトの点灯、信号停止、一時停
止など、車と同じように規則で決まっています。

⑤子供のヘルメット着用
　13歳未満の子どもの保護者は、子どもにヘル
メットを着用させるよう努めましょう。
　意外と知らなかったルールはありませんか？親
子で確認して、安全に楽しく自転車に乗りたいです
ね。



子どもに「約束」を教える
　「お利口さんにするって約束し
たでしょう？どうしてママの言う
ことが聞けないの!?!?」―時々、
スーパーで見かける光景です。　
例えば子供が、家を出る時に約束
した以上にお菓子をねだったと
き、お母さんが怖い顔で「お菓子
は一つだけって約束したでしょ
う？」と言うと、駄々をこねて泣
くことがあります。ダメだと言え
ば言うほど泣きわめき、しだいに親も子もエスカレート。気が付いたら、お
母さんの叱りつける声と子どもの鳴き声が店中に響いていることも。

　約束は守らなければいけないということを、最初から分かっている子はい
ませんね。子どもは「欲しい」という気持ちを口にしただけかもしれませ
ん。それを「我がまま」と叱る前に、子どもが素直に言葉にした気持ちをま
ずは認めてあげましょう。「こっちも欲しいのか～。困っちゃったね」と、
子どもの気持ちに共感すると、子どもは自分を受け入れてもらえたことで、
気持ちに余裕が生まれます。そこで、「約束は一つだったけど、じゃあどっ
ちにする？」などと自分で決めさせてはどうでしょう。約束の大切さも理解
し、自主性も育ちそうですね。

　約束は自分も他人も生きやすくするためのもの
です。それを教えるために、親が厳しい態度を示す
ことも必要でしょう。しかし、「約束」の名のも
とで、子どもが自分の気持ちを押し殺す癖はつけ
ないようにしたいものです。



昔話を語って聴かせる
　子どもの頃、「むかしむかし、
あるところに…」で始まる昔話
に、耳を傾けた思い出はありませ
んか？今の子どもたちは、昔話を
聴く機会が以外と少ないようです
ね。　口承文芸学者の小澤俊夫さ
んは、昔話には大きく分けて次の
三つのメッセージが込められてい
るといいます。

 ①子どもや若者はこうやって成長するんだよ
 ②人間はこうやって自然の中で生きてきたんだよ
 ③人間も含めて動物の生命はこうやって成り立っているんだよ

　お年寄りたちが何代にもわたって語り継いできた昔話は、この三つのメッ
セージを、教訓じみた言葉を使わずに伝えています。

　例えば三年寝太郎というお話では、畑仕事もせずにごろごろ寝てばかりの
寝太郎が、いざという時には大活躍をして村を救います。若い時には頼りな
くても、例え少々悪ぶっても、やがて社会の一員として一人前の親になって
いったわが子を見てきたお年寄りたちは、昔話を通して「大丈夫、大丈夫」
と語りかけているのでしょう。

　子どもは、いったん気に入ると、何度も同じ話
を聞きたがります。もう知っているお話を聴くの
は、子どもにとってとても魅力的なことのようで
す。子どもが繰り返し同じ話をせがむなら、何度
でも聴かせてあげてください。膝の上や枕元でこ
のような昔話を声として聴くことで、親の愛情を
肌で感じて子どもの心は安定するといいます。



子連れ旅行のポイント
　夏休み、家族旅行を考えている
ご家庭も多いことでしょう。子連
れだと準備もいろいろ大変です
ね。先輩ママたちのアドバイスを
いくつかご紹介しましょう。

　温泉旅館に泊まる場合、子ども
の年齢によっては大浴場では浴槽
に落ちないか心配で、親はおちお
ち髪も洗えないということも。大き
なお風呂に浸かるのは、子どもが寝付いてからの楽しみにして、小さな子ど
もは部屋にあるお風呂に入れるといいでしょう。その際、部屋のお風呂がユ
ニットバスだと何かと大変。トイレとは別になっていて、洗い場のあるお風
呂が部屋に付いていると、ずいぶん助かるようですよ。

　また、準備万端のつもりでいても、旅先で「あれ忘れてた！」ということ
は少なくありません。特に子連れだと、お菓子が欲しくなったり、オムツが
足りなくなったりすることも。宿泊先の近所にコンビニがあると助かりま
す。人里離れたような所に泊まる場合は、チェックインする前に一度コンビ
ニに寄ると、買っておいた方がいいものに気付くことがあります。

　また、興奮から子どもが夜眠らないことがあります。そんな時のために、
お気に入りの絵本を持って行きましょう。読んであげると安心しますよ。

　長い時間ドライブすると、子どもはチャイルド
シートに座って足先を下げる姿勢が続くために、
足がだるくなってぐずることがあります。クッショ
ンなどで子どもの足元を高くするよう工夫しま
しょう



迷ってる？学童保育の利用
　「子どもが小学校に入学したか
ら仕事をしたい」と思っているお
母さんが、職探しで困ることの一
つに、子どもが学校から帰って来
るまでに終わる仕事がなかなか見
つからない、というものがありま
す。両親とも仕事を持っている小
学生のために学童保育があります
が、その利用に踏み切れない場合
も少なくないようです。定員に空
きが無い場合もありますが、「学童保育に預けてまで仕事をしようとは思わ
ない」という人も多いようです。「子どもが可哀そう」という気持ちと同時
に、「学童は保護者会の活動が大変」という話を聞くせいかもしれません。

　たしかに、学童保育の運営には親が深く関わる場合が多いようです。学童
保育を仕事をするための手段としてだけ考えると、ただでさえ忙しいのに…
と思うかもしれません。　しかし学童保育は、困っている者同士、助け合っ
て子育てしようという所でもあります。学童保育を、わが子を育てるひとつ
の手立てと考えると、他人に任せっぱなしにはできませんね。

　最近ではなかなかない異年齢の仲間たちと過ご
す時間は、時にはケンカもするけれど、豊かな人
間関係を結ぶ力を育みます。また、学童保育の指導
員は、子どもたちへの熱い思いを持っている人ば
かり。親以外の大人たちと深く関わると、子ども
は安定して育つといいます。

　もしもお母さんが、子どもの放課後が心配で一
歩を踏み出せないなら、学童保育を考えてみません
か？



ネイチャーゲームでふれあう
　良い季節になりました。親子で
野山に出かけたくなりませんか？
青空の下、のんびりお弁当を広げ
るだけで、身も心もリフレッシュ
できますね。

　でもせっかく出かけたなら、も
う一歩積極的に楽しんではどうで
しょう。アメリカの世界的ナチュ
ラリストであるジョセフ・コーネル氏が提唱したネイチャーゲームは、五感
を使って自然について楽しく学ぶものです。やり方は難しくありません。例
えば「音いくつ」というゲームは、目を閉じて聞こえてくる音に耳を傾けま
す。すると、鳥の声、木々の葉ずれの音、風の音など、色々な音が聞こえて
きます。みんなで何が聞こえたか出し合って、数を数えてみましょう。

　「わたしの木」は、林の中で二人組になって片方が目隠しをし、木を一本
選んで触ります。手触り、匂い、抱きついた感触などを十分味わったら、少
し離れた所で目隠しを外し、自分の選んだ木を探す、というゲームです。不
思議なことに、多くの人が「わたしの木」を見つけられるといいます。

　他にも、野を歩きながら「いいにおい」「チク
チクするもの」などと書き込んだビンゴカードを
埋めていく「フィールドビンゴ」など、ゲームを通
して自然との一体感を感じる中で、他者へのおも
いやりや自然を大切にする心がはぐくまれると言
います。ぜひ親子でどうぞ。



親の機嫌と子どもの不安
　仕事や家事、育児に追われてイ
ライラ。つい家族に当たってしま
い、後で「しまった……」と後悔
することもあります。

　例えば、部屋に散らかったおも
ちゃを思わず乱暴にカゴに投げ入
れ、子どもがオドオドしているの
に気付いた時。また、子どもの見
ている前で夫婦ゲンカになり、「子どもはあっちに行ってなさい！」と、声
を荒げてしまった時。　子どもは親の気持ちに敏感です。親はごまかしたつ
もりでも、自分が親をイライラさせているではないかと、不安を感じている
かもしれません。

　親も、気分の良い時があれば悪い時もあって当然です。子どもに対して、
必ずしもそれを隠す必要はありません。イライラして当たってしまった時
は、なぜそうだったのかを、後で子どもに話してみませんか？

　「お仕事から帰って来た時、おもちゃが散ら
かってると余計に疲れてしまうわ。ちゃんとお片
づけしてね」と言えば、ママがイライラしたのは
自分が嫌いだからではないと分かります。「パパと
ママは、話し合いをしていたんだけど、意見が合
わなくてケンカになっちゃった。でももう仲直り
したのよ」と言えば、仲が良くてもケンカするこ
とがあり、仲直りできるのだと理解できます。大
切なのは、子どもの不安をそのまま放っておかな
い、ということではないでしょうか。



優しくされて、優しさは育つ
　学校でのいじめの話などを通し
て、「近頃の子どもは心が育って
いない」「優しさが感じられな
い」などと、嘆く声をよく聞きま
す。　そんな子どもたちが育つ環
境や、家族たちとの関係などに、
簡単には片付けられない問題があ
る場合は少なくありません。

　しかし、わが子以外の事は「その
子の親の責任」で済ませるのは考えものかもしれません。血はつながってい
なくても、大人たちの接し方が子どもの成長に大きく影響することが分かっ
ています。

　学校の行き帰りに「いってらっしゃい」「おかえりなさい」と声をかけて
くれた近所のおじさんやおばさんのことは、大人になっても忘れないもので
すね。たまに「飛び出したら危ないよ」「あいさつはちゃんとしなさい」な
どと叱られて、神妙に聞いた覚えがある人もいるでしょう。親から言われる
よりも素直に聞ける時があるのは不思議ですね。たとえ叱られたとしても、
その奥にある思いやりが子ども心に植え付けられたように感じます。

　今も昔も変わらず、子どもの心を豊かにするのは
周りとの関わりです。自分に関心を持ち、受け入
れてくれる大人の存在は、子どもに安心と安定感
を与えるといいます。　私たち大人が周りの子ども
たちにもう少し関心を寄せて、優しく接してみま
せんか？それが、子どもたちの心に優しさを芽生
えさせる種になるのかもしれません。



家庭で養う「考える力」
「ねえ、○はどうして丸いの？」
と聞かれたら、あなたはどう答え
ますか。
　子どもには、朝から晩まで「な
ぜ？なぜ？」と質問を繰り返す時
期があります。おまけに、冒頭の
ように面食らうような質問が少な
くありません。忙しいとついイラ
イラして、「いいからサッサとし
なさい！」と言いたくなる時もあ
りますね。それも仕方ないでしょう。

　ただ、子どもは「不思議だなぁ」と思うことで考える力が身に付きます。
「○が丸い理由」などという難しい質問にも、「お母さんも分からない
なぁ。あなたがいっぱい勉強して、分かるようになったら教えてね」など
と、できるだけ相手をしてあげたいものです。

　また、子どもがおもちゃで無心に遊んでいる時や、好きなことに没頭して
いる時は、大人は手や口を出さずにそっと見守りましょう。子どもは想像力
を働かせて、次から次へと遊びを発展させていきます。その中で楽しみなが
ら頭を使い、集中力を養います。大切なのは、子どもが自発的に考えたり想
像したりすることです。途中で「こうした方がいいわよ」などと指図しない
ように注意してください。

　あまり積極的に動かないおとなしい子の場合
は、逆に「なぜだろうね」「不思議ね」と、声を
かけてあげることも大事です。考える力は、放って
おいても育ちません。特に今は情報があふれてい
て、何事も受け身になりがちです。ご家庭での会話
を通して、子どもの「不思議の種」を育ててあげ
てくださいね



寝転がって話そう
　子どもがだんだん大きくなり、
思春期に差し掛かる頃から、親と
子の間になんとなく見えない壁の
ようなものができることがあるよ
うです。子どもが親から巣立つ準
備を始めたのだと思えば、かえっ
て喜ばしい変化と言えるかもしれ
ません。しかし大人びてきた様で
も、何かあった時にまだまだ親を
必要とするのが、この年頃の子ど
もの特徴です。

　なにか悩んでいるようだけど素直になれない…。我が子のそんな様子が見
て取れたら、親としてはさりげなく手を差し伸べてあげたいものですね。　
コメディエンヌで女優の清水ミチコさんは娘さんが小さな頃から、よくベッ
ドに寝転がって親子の会話をしてきたそうです。

　人は会話をするとき、相手との位置でリラックスの度合いが違うといいま
す。例えば机を挟んで正面から向き合うと緊張感が強くなり、机の角を挟ん
で9090度の位置に座ると緊張感が和らぎます。お互いに並んで寝転がって
話せば、リラックス効果は抜群でしょうね。親子だからこそできるコミュニ
ケーションと言えるかもしれません。

　そうやって話すと、不思議と肩の力が抜けて自
分の気持を素直に言葉にできるのだとか。清水さ
んの娘さんも「話を聴いてくれてありがとう」と、
普段は思っていても言えない素直な気持を口にす
るそうです。親の方も、高圧的な態度や言葉にな
らずに話ができる気がします。試してみませんか？



完璧な親なんていない！
　ノーバディーズ・パーフェクトプ
ログラムをご存じでしょうか。
ノーバディーズ・パーフェクト＝完
璧な親なんていないという考え方
の下に、「親育てプログラム」と
して１９８０年代にカナダで生ま
れた、子育て中の母親支援プログ
ラムです。日本では、２００２年
に初めて開催されました。

　乳幼児健診などで「子どもはか
わいいですか？」と尋ねられる
と、９割の母親が「はい」と答えるといいます。しかし、「子どものことで
イライラすることがありますか？」という質問に対して、子どもの月例が上
がるにつれて「はい」という答えが多くなり、３歳時の母親の場合で約半数
にもなるのだとか。子どもがかわいいという気持はある。でも思い通りにい
かない育児にストレスが溜まる。悲しい事にそれが虐待につながることもあ
ります。

　ノーバディーズ・パーフェクトプログラムでは、密室育児で孤立しがちな
母親同士が、今の悩みは何か、なぜそうなったか、どうすればいいのかを、
語り合いながら発見していこうという活動です。

　集まって話す中でただの愚痴の言い合いで終わ
らずに済むのは、専門的にトレーニングを積んだ
ファシリテーター（司会者）が中心となって会を
進めるからです。　我が子の子育てがひと段落した
人は、ファシリテーターとして参加することを考
えてもいいかもしれませんね。養成講座があるの
で、ホームページをのぞいてみませんか？



秋の夜長に星のロマンを語る
秋も深まり空気が澄んで、夜は星
がきれいに見えます。

　今活躍している日本人宇宙飛行
士たちは口々に、子どもの頃アポ
ロ1111号の月面着陸の映像に大き
な影響を受けたといいます。子ど
もの頃に自分の想像をはるかに超
えた大きな存在について、感じた
り考えたりすることは、その後の人生に大きな影響を与えるといえるでしょ
う。宇宙飛行士にはならないまでも、幼い頃に雄大な宇宙に思いをはせる機
会を持つのは幸せなことかもしれませんね。

　そんな宇宙のロマンを、親子で語り合う時間を作ってみませんか？天体望
遠鏡がなくても大丈夫。親が星の事に詳しくなかったとしても、星座早見盤
を使って一緒に星の名前を調べるだけで、いいコミュニケーションがとれま
す。星のあまり見えない所に住んでいるなら、プラネタリウムに行くのもい
いでしょう。

　手軽に使えるアイテムとして、任天堂ＤＳ用ソフトの「星空ナビ」（アス
トロアーツ）もおすすめです。星空の基礎知識や天文イベント、こよみな
ど、天体観測を楽しめる機能・情報が満載。もちろん星座早見盤として、南
半球の星空までリアルタイムに見ることができるそうです。

　普段、下ばかりを向いてゲームをしている子ども
たちにとって、ＤＳを空にかざしてみるのは新鮮な
ことでしょう。親子の会話もきっと弾みますよ。

≫アストロアーツ
http://www.astroarts.co.jp/index-j.html



第二反抗期の子どもとの接し方
　小学校高学年になると、そろそ
ろ第二反抗期が始まります。それ
まで、親の言う事を素直に聞いて
いた子が急に口ごたえして、逆に
親の言動の矛盾を批判したりする
ようになります。

　親はわが子の変わりようにたじ
ろいでしまうことも少なくありま
せん。しかし、子供が自立するために大切な時期といえます。親にとっても
「いつか来た道」。わが子がちゃんと成長している証拠だと思って、余裕を
持って受け止めたいものです。

　この時期の子供は、反抗しながら、反面、自分のことを分かって欲しいと
思っていて、大人が自分を受け入れてくれることで安心します。そこで、こ
の時期ならではのコミュニケーションのコツをご紹介しましょう。

　ひとつは「おはよう」「おかえり」など基本的なあいさつ。子どもから返
事がなくても親は必ず声をかけます。また、子どもが機嫌のいい時には話し
かけて、何気ない雑談をします。決してお説教ではないのでご注意を。共通
の趣味があれば、時々、一緒に活動しようと子どもを誘ってみましょう。い
ずれにしても、子どもが乗ってこなければ次の機会に回します。大切なの
は、「親が働きかける」ということです。

　しかし、腫れものに触るような態度は良くあり
ません。時には、子どもの言い分を尊重しつつ、
自分自身や人生を大切にするように伝えることが
必要です。親の真剣な態度は、子どもに「一人
前」としての自覚を促すことにもつながるようで
す。



子どもの栄養「知情意体」
　著作「声に出して読みたい日本
語」で有名な齊藤孝氏によると、
子どもが成長するために欠かせな
いのは「知情意体」だといいま
す。

　「知」とは知性。ものごとを乗
り越えるには知性が必要ですね。
また、理解力があれば優しくなれ
るものです。知性は勉強で身に付けることができます。その基礎は読書とい
えるでしょう。最初は親が声に出して絵本を読んであげることで、読書が習
慣づけられるようです。

　「情」とは人の気持ちが分かること。情を育てるには、親密にコミュニ
ケーションを持つのが一番です。子どもにはたくさん声をかけ、スキンシッ
プをしましょう。

　「意」は意志。強い意志があればこそ成功できます。そのために必要なの
は、あこがれだといいます。たとえばスポーツでも「あの人みたいに上手く
なりたい」という強い思いが意志を強くします。親は、その出会いのチャン
スを作ってあげたいものです。

　「体」は体を作るということです。遊びの中で
体を精いっぱい動かして、基礎的な体力を身に付
けさせたいですね。現代は、子どもだけで遊ばせ
るとゲーム三昧になってしまいます。特に小さいう
ちは親が遊びに積極的に関わって、体を鍛える遊
びをさせてください。

　昔と違い、子供は放っておけばたくましく育
つ、というものではないようです。目をかけ、気に
かけ、時には手を掛けて接してあげて下さい。



社会の宝として育てる
　３歳までは母親が手元で育てる
のが、子どもにとって幸せなこ
と……。世間で「３歳児神話」と
呼ばれる説です。３歳と限定しな
いまでも、小さな子どもを他人に
預けることに後ろめたさを感じる
母親は少なくないようです。周り
からも「そんな小さな子を預けて
まで、しなければならないことが
あるの？」などと言葉を投げかけられる場合がありますね。しかし、母子を
取り巻く状況が今と昔では大きく違います。３世代同居や、親密な近所づき
あいが当たり前だった昔と違い、今はともすれば母と子が閉じこもり、スト
レスが溜まる密室育児になりかねません。

　子どもにとっての幸せは、愛されている実感をも
てることだといいます。それは、親とともに過ごす
時間の長短だけで決まるものではないようです。時
には周りの助けを借りながら、親が心に余裕を
持って子どもに接することができれば、親と子の
間に落ち着いた温かい気持ちが生まれるでしょ
う。



車の座席も成長・チャイルドシートか
らジュニアシート
　昨年66月に道路交通法が改正さ
れて、車の後部座席に座る人も
シートベルト着用が義務付けられ
ました。そこで、赤ちゃんから使
うチャイルドシートが小さくなっ
た4～10歳の子供用に、ジュニア
シートを買う家庭が増えているそ
うです。

　チャイルドシートを使う義務があるのは66歳未満の子どもをのせる場合だ
けですが、子どもに直接シートベルトをさせるとかえって危険だとか。子ど
もの体は小さいので、シートと体の間にすき間ができ、衝突したときにベル
トをすり抜けて前へ飛び出すことがあります。また座面の高さが体に合わず
に座ったときシートベルトが首にかかった状態だと、事故の衝撃で首を絞め
てしまうことも。ジュニアシートを使うと、子どもの体をうまくシートに沿
わせて、シートベルトを安全に着用できます。

　それでも以前は、チャイルドシートが体に合わなくなる33歳過ぎの子ども
のシートベルト着用率が低かったとか。今回、大人も子どももシートベルト
を着用しなければならなくなったことで、チャイルドシートからジュニア
シートへスムーズに買い替える親が増えたのだそうです。

　ジュニアシートには背もたれのついた「ハイバッ
クタイプ」と、座面だけの「ブースタータイプ」が
あります。子どもの年齢や体格を見ながら、お店
の人と相談して決めるとよさそうですね。



ケータイ「災害用伝言板」
　子どもがケータイを持ち始める
年齢が、年々低くなっているよう
です。もはやこの流れは止められ
ないかもしれません。確かにケー
タイがもたらす危険はあります
が、ケータイには子どもが今どこ
にいるのか検索できるＧＰＳ機能
をはじめ、子どもの安全を守るた
めの機能もいろいろ備わっていま
す。メリットをよく知り、使いこなしたいものですね。

　中でも各社共通で提供される「災害用伝言板」は、チェックしておきたい
機能です。大きな災害が起きると携帯電話がつながりにくくなります。子ど
もが出かけているときに、そんなことになったら心配ですね。災害用伝言板
は、震度６弱の地震など大規模な災害が起きた時に開設され、どの会社の携
帯電話からでも書き込みや閲覧ができます。パソコンで見ることもできま
す。

　平時は書き込みができませんが、検索すると
トップページにアクセスすることはできます。子ど
もだけでなく家族みんなのケータイの「お気に入
り」に入れておくと安心ですね。事前に５件分の
アドレスを登録しておくことができ、自分が災害
用伝言板に書き込むと同時にそれを知らせるメー
ルが相手に届きます。　毎月１日と正月三が日、
国の「防災週間」「防災とボランティア週間」に
は体験版を試すことができますよ。なんでもない時

にこそ、準備をしておきたいものですね。



子どもの先生との付き合い方①
　進学・進級を控えて、親も子も
気になるのは「担任の先生はどん
な人？」ということですね。教師
に対して、昔のような「聖職」と
いう意識が薄くなり、親から先生
に気軽に話しができるようになっ
た一方、様々な問題もあるようで
す。　ここ数年、教師に「うつ」
などの精神的な病気が多いといい
ます。意外なことに、中堅・ベテ
ランと呼ばれる先生が病気になるケースが増えているとか。昔と変わってし
まった子どもの感性や行動に対応できず、親との関係も難しくなり、今まで
培ってきた経験や技術に自信が持てなくなってしまうのだそうです。わが子
を預ける親としては、任せられるの？と心配になりますね。

　でも「子どものため」という思いは、親も先生も同じはず。

　親がわが子を思う気持ちを「モンスター」など
と言わせることなく、学校や先生に理解してもら
いたいですね。先生に相談しても、納得の行く対
応をしてもらえないと感じるとき、「あの先生は
ダメ」と言っても問題は解決しません。例えば心
配ごとがいくつも重なっているときは、先生に一
度に投げかけるのではなく、できるだけ整理して
ひとつずつ順番に相談してみましょう。忙しい先
生も具体的に対策を練って行動しやすいかもしれ
ません。　とはいえ、問題はたいてい複雑に絡み

合っています。人は、自分の立場をわかってくれる相手の話には耳を傾けま
すね。まずは先生と「人間同士」のいい関係作りをしたいものです。　（次
ページにつづく）



子どもの先生との付き合い方②
　新学期が始まりました。新しい
担任の先生とは対面したでしょう
か。子どもから、学校の様子を聞
く機会もあるでしょう。そんな
時、学校での様子が心配になった
り、親として許せないと思うこと
があるかもしれません。

　ひとつ気をつけておきたいの
は、子どもの話は事実と違うかも
しれない、ということです。特に小学校低学年の間は、先生の話を１００％
理解できない場合がある上に表現力が未熟で、家で話すときに内容が変わっ
てしまうこともあるでしょう。先生に会う前にまずは一呼吸置きましょう。

　先生に相談してもこちらの気持ちがなかなか通じなかったり、対応が的外
れのように感じることがあるかもしれません。そんなときは、先生への不満
を言いたくなるかもしれませんが、子どもの前では避けましょう。子どもが
親と先生の間で戸惑ったり、先生を見下した態度を取るようになってしまい
ます。それでは問題はさらにこじれて、解決が遠のくばかりですね。

　悩みが子どもの友達関係なら、親と学校の連携
が特に大切です。いじめの場合は本人の心のケア
だけでは解決しないでしょう。環境を変えること
も含めて、担任、校長、スクールカウンセラーなど
と一緒に取り組みましょう。解決には時間がかか
るかもしれませんが、相談に対して先生が少しで
も対応してくれたら、ちゃんと感謝を伝えるのも大
切です。解決までの道のりをともに歩むパートナー
として、コミュニケーションをとっていきたいです
ね。



教育費、準備していますか？
　子どもの教育費は家計の一大事
です。例えば大学生の場合、教育
費と生活費を合わせると、平均で
年間約２００万円もの額になると
か。（文部科学省「平成1818年度
学生生活調査」より）

　それに備えて、お子さんが生ま
れたらなるべく早く学費の準備を
始めたいものです。預貯金のほかに、郵便局の「学資保険」や民間生命保険
会社の「こども保険」などでも準備することができます。保険は掛けた金額
すべてを満期に受け取れるわけではありませんが、親に何かあった時のこと
を考えると安心ですね。　貯蓄だけでは間に合いそうにない時は、融資を利
用するのも一つの方法です。代表的なものが、日本学生支援機構の「奨学
金」と日本政策金融公庫　国民生活事業の「国の教育ローン」です。

　奨学金には無利子の「第１種」と利子が付く
「第２種」がありますが、第１種は成績など厳し
い審査基準があるため、第２種を利用する人が多
いそうです。ただ、奨学金は進学後に振り込まれ
るので、入学金などは事前に用意しておく必要が
あります。　一方、国の教育ローンは学生一人につ
き２００万円まで借りられ、入学時の費用にも利
用できます。「国の教育ローン」と「奨学金」両方
を利用することもできます。大学によっては、独自
の奨学金制度を導入しているところもあるようで

す。家庭の事情に応じてうまく利用したいですね。



お年玉の使い方が将来を決める？
　子どもたちのお正月のお楽しみ
といえば、やっぱりお年玉です
ね。もらったお年玉を、子どもた
ちはどう使ったのでしょう。

　２００７年に行われたある調査
によると、小学生がもらうお年玉
の平均額は２万５千円あまり。ふ
だんのお小遣いが数百円～千円ほ
どの小学生に、そんな大金の使い道を任せるのは親として勇気がいります
ね。しかしこれは子どものお金の使い方を確かめるいい機会かもしれませ
ん。「お母さんに預けなさい」「貯金しなさい」と言いたくなるのをこらえ
て、使い道を一度子ども自身に任せてみるとその子の個性がよく分かりま
す。

　全然使わないで貯金する「堅実派」、日頃我慢していたおもちゃやゲーム
を、ここぞとばかりに買いそろえる「ちゃっかり派」、お菓子やジュースを
買い食いしているうちに、いつの間にか無くなってしまう「無計画派」な
ど、お年玉をどう使うかで、将来お金に困らないで済むかどうかも分かると
いいます。

　せっかくのお年玉ですから、使う楽しみも味
わってほしいですし、使った分だけ減ってしまうこ
とを実感するチャンスでもあります。まだたくさん
残っている子も、すっかり使ってしまった子もい
ることでしょうが、この機会に「お金の使い方」
を親子で話し合ってみるのもいいかもしれません
ね。



子育て世代が家づくりの前に読むべき
本とは？
　家づくりをはじめる前にはどのように勉強す
べきなのでしょうか？まずは本を読む事だと思
います。本を読むだけであれば後で営業さんと
かにしつこく訪問されたり、電話をされたりす
る事も有りません。それでは、どんな本を読め
ば良いのでしょうか？ここに１冊の本を紹介さ
せていただきます。それが「家づくり出発進
行」です。
「家づくり出発進行」は一級建築士・西村　寛
が書いた本です。
　この本には、「安心して家づくりをすすめる
順番とは？」、「自分が欲しいお家の間取りの
作り方は？」「安くて希望にあう土地の探し方
は？」「実際に工事が始まったらどうすれば良
い？」「新しいお家に住み始めてからの、住宅メーカーとの付き合い方
は？」など、西村が多くの方と家づくりをして来て得た、安心して出来る家
づくりに付いて書いてあります。
　多くの方に読まれ、「わかりやすかった。」「不安だった家づくりをすす
めようと思った。」等々、多くの感想をいただいています。
　著者である西村の元に来た、「家づくりに疲れた人に、安心出来る家づく
りを知って欲しい」という気持ちからこの本は書かれました。ぜひあなたも
この本をお読みになって、住んでからも安心の家づくりをすすめて下さい。
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